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パ ネ リス トの発 言 に対 す る コメン ト
1 後 藤 晃
コメンテーターとして これ までの報告 を整理 し
問題点を補足す ることが役回 りとしてある と思い
ますが,そ うした能力 もあ りませ んか ら,私 の個
人的経験か ら実感 した ことをお話 しs若 干の問題
を提起 したい と思います。
外 国人労働者が最近か な りの数 で増 えている現
状 を,式 部先生は,中 心地域の蓄積構造 に伴 う労
働力不足 と関連 した周辺地域か らの労働力の移動
をお話にな り,大 林先 生は,日 本の産業構造 にお
いて下請 けや中小企業 といった部門で外 国人労働
者 に依存せ ざるをえない とい う構造をお話にな り
ました。いずれ も,外 国人労働者が 日本の労働力
構 造 のなかで3K産 業 とか言われ てい るところ
に就業す るのは必然的で構造的 なものだ と論 じら
れ,問 題 は受入側 国 としての 日本 の対応 のあ り方
にあるとい うご意見であった と思 います。 ロザ リ
ソダ先生はr送 り出す側 として,フ ィリピソは現
在厳 しい経済状況 にあ って失業者が非常 に多 く,
人 口の5分 の1が 出稼 ぎの送金 に依存 してい ると
い う現状を ご報告 にな り,日 本 に来 ているフィ リ
ピソ人がおかれているひどい状態に対す る日本の
無責任 な態度 に批判 を向け られ ました。いずれ に
せ よ,外 国人労働者が大量 に流入 している現状に
対す る日本の対応 のあ り方 に大 きな問題 があ り,
外国人労働者 に対す る政府の利 己的であいまいな
態度へ の批判 とともに相互的な関係を作 る取 り組
みの必要性がある とい う点では共通の認識であっ
た と思われます。私 は,送 り出す側 の国にとって
国外 出稼 ぎにはも う一つ大 きな問題が あるのでは
ないか と考 えてお ります。
労働力の送出は送 出国側 に とってはプラス とマ
イナスの両側面 があると言われて きました。 プラ
スの側面 として は,一 つ は送 金 の経 済的 効果 で
す。 その国の経済開発 に とって送金 は資本形成 に
一定 の役割 をもち,ま た貿易赤字を補 うとい う点
で重要 な意味 をもっているとい うことです。 も う
一つは,労 働力の流出が国内の失業問題 を緩和 さ
せ,失 業者の増加 にともな う社会的 な補償 とい う
面での財政的支 出を軽減す ることがで きるとい う
ことです。一方,マ イナスの側面でい うと,技 術
者や熟練 労働者の流 出が送 出国であ る途上国の経
済開発 に支障 をきたす可能性 をはらんでい るとい
うことです。先程 お話があ りましたが イランから
来 ている人hに は公務員 が職を捨 ててや って くる
者 も多 く,か な りの高学歴者であるよ うですが,
これはバングラデシュや フィリピンな どの国hか
ら来 ている人につ いて もいえることです。1970年
代に中東の産油国への出稼 ぎが多 くみ られた時 も
こ うした ことがみ られ,フ ィ リピソか らは国の コ
ス トで教育された医者や看護婦が大量 に流 出 して
中東 の各 国 で地 方医療 に携 わ ってい ま した。現
在,日 本 で3K産 業 で働 いて いる人 の中 に も技
術者や熟練労働者が多い といわれ ています。 この
ことは途 上 国 に とって はや は り問題 が大 きい と
いって よいと思われ ます。
しか し,も う一つの問題 があ ります。 こうい う
表 現が適切 であるとも思 いませ んが,労 働者 の送
出が送 出国に とって社会の統合に悪 い影響を及ぼ
しているよ うな気が しています。つま り,人hの
関心が,と くに青年の 目が国の内ではな くて外に
向けられる とい う雰囲気が作 られているとい うこ
とです。 この9月 に トル コに行 きまして感 じたの
ですが,地 方の多 くの青年が出稼 ぎの機会 を窺 っ
ていて非常に浮 き足立 っていました。失業者 が多
く,農 村の青年 は都市や町に雇用を求めて流 出 し
都市 のスラムも拡大 しているとい う状況があ るの
ですが,で きれ ば国外へ出稼 ぎに行 こ うと考 えて
い ます。首都の アンカ ラか ら100キロほ どの地方
の町 の例 で 申 します と,こ こで タ クシーを1日
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チ ャーターして町 と農村をみ て廻 ったのですが,
運転手 が ドイッ帰 りの人の家を一つ一つ教 えて く
れ るのです。 この家 は ドイッ帰 り,こ れ もドイツ
帰 り,あ れ もそ うだ といった具 合にです。人 口が
たい して多 くない町ですか ら全部知 っている訳で
す。 それが皆 まわ りの家 と比べ るときわだ って立
派で して建築様式 もち ょっと違 う。農業の調査で
行 ったので近代的 な製粉所 も訪 れました が,運 転
手 の説明に よると,こ の工場 も ドイッへ の出稼 ぎ
か ら帰 った人が資本 を出 し合 って作 った ものだ と
い うことで した。 また,ガ ソ リンス タソ ドの経営
者 も ドイ ッ帰 りが多い とい うことで した。 ご存 じ
の ように,ト ル コは60年代か ら大量の出稼 ぎが始
ま り150万人以上の トル コ人が ドイ ツにいます。
新規 の出稼 ぎは今 日では非常 に難 しくなっていま
すが,現 在ではすでに ドイッにい る トルコ人が,
一時帰国 の際に農村では農地や コソバインな どの
農業機械 を買い規模の大 きな農場を作 ってこれ を
親戚 などに任せ,ま た町 ではマ ソシ ョソや借家 を
建 ててこれを賃貸 してまた稼 ぎに ドイツに戻 ると
い う例が多い ようです。かれ らは ドイッでは最低
辺の労働者なのですが,賃 金格差に よって トル コ
で は富裕層 となってい る。町や村の人hは こ うし
た様子を 日々見ていて,外 国に出るチ ャンスを う
かが うとい うことになる訳 です。運転手 の娘婿 も
密 航で東欧 に行 きこ こか ら現在 アメ リカ行 きを
窺 っているとい うことで した。 ドイツへの出稼 ぎ
は家族 を呼 び寄せ る長期の出稼 ぎであ りますから
今 日の 日本への出稼 ぎと性格が違 うか もわか りま
せんが,出 稼 ぎの動機を考 えます とやは り送出国
の地域社会 にかな りの影響 を与 えていることが想
像つ きます。 出稼 ぎ労働者 の帰国は地域の需要を
拡大 し資 本形 成 に プラスに もなってい るのです
が,地 域 における この種 の格差 の存在 と地域社会
に及ぼす意識の変化 は,社 会の統合 とい う面 で弊
害 が非常に大 きい といって よいか と思います。
も う一 つ の事例 を 申 します と,私 は常 磐線 を
使 って大学 まで通 っているのですが,日 暮里駅で
この1年,沢 山の イ ラン人 が改札 口の周辺 に集
まって い る光景 を 目に して きま した。時h気 に
な って話 し掛 けると周囲のイラソ人が集まって き
て色hと 情報が入 って くる。彼等は仕事を斡旋す
るパ キスタソ人やイラン人の ブmカ ーを待 って
いるのです が,300ドル とか500ドルの斡旋料 を と
られ ピンはね もされ てい るとい うことです。 日暮
里 には半年ほ ど前 まではイラソ人の雑居す る宿舎
があったのです が警察 によって閉鎖 され,そ の後
は ここに居住 していた人の多 くは上野 で野宿せ ざ
るをえな くなっているとい うことです。 この入国
した イラソ人の状況 についてはメデ ィアで報道 さ
れ ていますので ご存 じと思います。 日本の行政 の
や り口には苛立 ちを感 じます。
しか しなが ら,労 働者 を送 り出す イラソに とっ
て問題 はよ り深刻 です。2年 近 く前か ら日本への
出稼 ぎが ブームになっています。昨年 の10月には
テヘ ラソの イラソ航空 の切符売 り場 には 日本行 き
を希望す る1万 人以上 の人が並 んだ とい うことが
新聞 にでていましたが,そ の後 も切符を えるのに
抽選がお こなわれ,こ れに何万人 もが殺到す る と
い う混乱 も引き起 こしているとい うことのよ うで
す。 このブームの背景 にはイラソの経済政策の失
敗があ った といって よいで し ょうが,賃 金格差を
利用 して 日本で稼 こ うとい うのが最 も大 きな理由
と考 え られ ます。話 を聞 いた人 のか な りは イラ
ソ ・イラク戦争 の修羅場 を経験 してお り,ま たイ
ラソ革命後 ホ メイニ主義を信奉 し行動部隊 として
積極的に活動 しなが らその後思想的 に挫折 した青
年 もお りまして,出 稼 ぎと同時 に海外脱出 とい う
故郷喪失者 としての意識 を深層 にもつ もの もいま
す。 いずれにせ よ経済 ・社会的な閉塞状態か らの
脱出 と一獲千金が出稼 ぎとい う形 での 日本への大
量流出になった とい ってよいでし ょう。 出稼 ぎに
来た人hの 背後 には出 ようとして出 られない多数
の人hが お り,こ うした外に 目が向いた腰 の落 ち
着か ない大量 の青年 が テヘ ラソ社会 の雰 囲気 を
作 ってい る とい う状況 は,イ ラソ社会 の統 合 に
とって由hし き問題 であるといって よいか と思い
ます。言 うまで もな く外国人労働者問題は受け入
れ る側 の論理だ けで論 じるべ きで はあ りませ ん
が,送 り出す国の問題 としても,単 に外貨を える
とか所得を増やす とかい った数字 の上 だけで考.`2..
ることには問題があ るのではないで しょうか。
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パ ネ リス トの 発 言 に対 す る 識 メ ン ト
天 明 佳 臣
ご紹介いただ きま した天明で ございます。私は
生活組合法 に則 っている医療生協 の診療所 にお り
ま して,外 国人勇働者 の方が患者 として多い とい
うことから,そ の経験 をお話 し,コ メン トとした
いと思 います。私 どものところに外 国人の患者が
来始めたのは1987年のことです。 これ は次 にお話
しになるカラバオの会の高橋 さん とのおつ き合い
の関係で,会 か ら患者 さんが送 られて来 るよ うに
なったのが始 ま りです。今年 は1月 か ら8月 まで
の間に95人の患者がみ え,現 在 は増 えて平均 しま
す と1日9人,多 い 日には!5人ほ どが来 ます。
やって来 る外 国人 がそ の国 の言葉 で話 します の
で,日 本人の患者が 「ど うしち ゃったの先生,私
たちも来 ていいの」 とい うよ うな感 じをもつ よ う
な状況です。大体の患者 は1回,2回 といった初
診 が多 いですが,成 人病の方 々の場合 はも うお馴
染 み になって います。患者 が私 をDocと呼 ぶ も
のですか ら,最 初 の頃は看護婦 さんに 「先生 は犬
に な って し まった の」 と言 わ れ ま し た。「Dog
じゃな くてDocな の」 と は い う もの の,私 も
Docと言 われ よ うとは思 い ませ んで した。「OK
牧 場の決 闘」でDocホ リデーとい うのが あ りま
したので,DoctorをDocと省略す ることを思い
出 しました。
患者 には様hな 方がいます。 フィリピンの方 で
フィリピソ人同士で結婚 なさって,子 供 のい る人
もいます。 もちろん子供や赤 ん坊には小児伝染病
の予防注射 な どを うってあげた りします。実 は,
公式には外 国人登録 をしていらっしゃらない方の
子供には予防注射 はしない ことになっているので
す が,保 健婦 さん が色hと りはか らって くれ ま
す。 ある 日,気 になって 「あなた2人 の子供 を産
んで戸籍 はど うなっているの」 と聞いた ことがあ
ります。 その時,い か にも軽蔑 した ような 目つ き
で私 は見 られ ま した。 「あなた何 をお っしゃい ま
すか。政府 なんて3年 もすれ ばつぶれちゃ うか ら
そんなもの信用 しません。 カ ソリックの神父 さん
か ら洗礼をち ゃんと受 けたか ら,そ れ以上の もの
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は何があ りますか。神を信 じない方 は憐れ です」
とい うように書われて しまい,な るほどそ うか と
は思 い は しま した が,そ うい った実態 が あ りま
す。 これ も驚 きましたが,先 日,外 国人労働者問
題 の関係で下館 とい うところに出かけてい きまし
たが,そ この工場 ではgoo人の労働者 の方 が働 い
ていて,そ の うち200人をパ キス タン,バ ング ラ
デシ ュとい う国か ら受 け入れている。 もちろん職
業安定所の方 は知 ってい るのですけれ ども,そ の
500人か ら200人を引 いた らつぶ れ ちゃ う訳 です
が,何 も手 を出 していない。やは りこ うい う現実
か ら行政 は出発すべ きであろ うと思い ました。
病 気 とい うことで問題 にな る ことを 申 します
と,今 年,私 どもの診療所 では韓国か らの出稼 ぎ
の方が急増 してお ります。 かつては 日本で も結核
は社会的 な病気 とされていましたが,い くつかの
外国人労働者の母国では,結 核 が今 日も大 きな社
会的病気であ り,こ の方hに 日本での労働のなか
で再発す る例がみ られ ます。 日本に来 て発病 した
とい うこ とでは な く,3K(フ ィリピンや韓 国で
は3DDemandingでDirtyでDangerous一
といいますが)と い うきつ く,汚 く,危 険 だ とい
う厳 しい労働 のなかで再発す るんだろ うと思いま
すが,こ の結核が大 きな問題 の一つ としてあ ると
思います。
また心身症的な患者 さん も来 られます。 これ に
は精神科 の先生の協力 も得 て対応 していますが,
治 らない。心身症 とい うのはご存 じの よ うに,精
神的な不安,心 配があ って,そ れが身体 の症状 と
して表れ る病気であ ります。 フィ リピンの女性,
先程 の話で言 います と,エ ソターテーナーの…つ
で風俗営業 に働いていらっしゃる方 ですが,28歳
でなか なかの美 人sで も肌 のつ や な どをみ る と
ず っと年 をとった感 じがす る。 この方 が頑固 な苦
痛を訴 える。 この病気 の原因は,郷 里 に残 して き
た子供 のことへ の不安,心 配に よるのですが,産
婦 人科や精神科の先生の協力 をいただいた りした
のですが,そ の うち来 な くな りました。帰国 しな
けれ ぽこの方の病気 は治 らないと思います。
外国人労働者 の診療 を当初 はただでや っていま
したが,い まは30%,保険料金 の30%をいただい
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ています。30%の根拠 は,国 民健康保険の 自己負
担額 は30%である とい うことで,残 り70%を国民
健康保険 で組合 か ら支払われ るわ けではあ りませ
んから,何 とか外国人労働者の方 に負担 していた
だ く。だんだ ん診療所の財政を圧迫 して きた とい
う状況が あ りまして,カ ラパオの会 の人達 とも相
談 し,フ ィリピン ・グループや韓国の人達 とも相
談 しなが ら11月1日か ら健康互助会 とい うよ うな
ものをつ くってなん とかや ってい こうと思 ってい
ます。
全体的 な病気 に関 しては,厚 生省 が各町 ブロッ
ク会 とい うものをつ くってい る。 しか し,外 国人
労働者に対 しては厳 しい抑制政策を とってい る。
私たちはカラバ オの会や市民 グループと一緒にか
け合い,生 活保護を取れ るよ うに努力 しています
が,だ んだ ん横浜で も厳 しくなって きてい る状況
があ ります。今の ところ フリーパ スなのは結核予
防法,性 病予防法 ですが,こ れは勝手な こちら側
の見方で あ りまして,ア ジアの国hの 方hか らみ
れ ぽど うなんだ ろ うと考 えざるを得 ません。結核
は伝染病 であ り人 に うつす,性 病 も伝染す る。 と
くにエ イズの問題 を含め て非 常 に大 きな問題 に
なってい る。 日本 とい う国は自分 の国民に影響 が
出ることだけはや るのかとい う話 になるのではな
いで し ょうか。 アジアの人hか らみれ ぽ,日 本 と
い うのはなんて勝手な国なんだろ うとい うことに
なる。そ う思 います。来 られ る患者 さんは自分 が
不法就労だ とい う意識,認 識を もっていませ ん。
日本の入管法 で不法就労 とい う4文字が くっつい
て くる訳ですか ら,か れ ら自身 には道徳的に悪 い
ことを しているとい う意識 はない訳です。む しろ
日本人 が嫌 がるよ うな3Kあ るい は3Dと いわ
れ るような労働 に,し か も日本人 よ りも安 い給料
で働 いてい る。先程,先 生方 のお話 にあ りま した
が,日 本 の経済 に貢献 してい る とい う意識 す ら
もってい る。 もちろん入管や警察 を恐 れてい ます
けれ ども,悪 いことをしているとい う意識 は全 く
もっていない。現にすでに多 くの労働者が入 って
きているのに,労 働省 は相変わ らず未熟練労働者
の受け入れ是非 の議論 か ら出発 してい る。 も うす
でに来ている とい う現実か ら出発すべ きで はない
か,と 私 は考}る 訳 です。
外傷に関 しては二つあ ります。争 いごとに よる
外傷 は,日 本人 と喧嘩 した と思われ るもの,職 を
め ぐって生 じた と思われ る同国人同士の喧嘩に よ
るものです。 日本人 との喧嘩 は,ス ナ ックやキ ャ
バ レーみた いな ところで,例 えぽフィ リピソ女性
に同国人のよしみで声をかけ,ヤ クザまがいの客
と争 いになる。 こ うした ケースがほとん どです。
もう一つの外傷 は労働災害で,統 計 には表れてき
ませんが,外 国人労働者 に多発 している。 これを
推定す る様 々な根拠 があ ります。言葉の問題 安
全教育が全 くなされていない現実ですね。労働の
安全性 につ いて は私 の専 門分野 で はあ りませ ん
が,日 本では個人の注意責任 に押 しつけ,災 害原
因について は対応 しない とい う悪弊 があ るわ け
で,不 注意論でや られれ ば外国人労働者 はひ とた
ま りもない。 しか し,実 際 に仕事の上 で怪我 を し
て もなかなか労働災害保険で処理 されないとい う
現実があ ります。一つ は,こ の適用 を受けると怪
我 が治 った段階で帰国 しなけれ ばな らない。労災
保険の適用 を受けるとこれが入管に通報 されて帰
らなけれぽな らない。だからいやだ とい うことで
す。 また,事 業主側が不法就労労働者に対 して労
災保 険が適応 で きない と信 じ込 んで い る人が い
る。 それ に,労 働基 本法 違反 につ いて ごちゃご
ち ゃ言われるのがいやだ とい う事情 もあ り,届 け
ない とい う場合がある。
も う一つは,医 療機関が外国人労働者 に労災保
険が適用 できるとい う事実を知 らない とい うこと
もしぼ しぽ あ ります。切 断事 故 なんかを お こす
と,事 業主 は医療機関に連れてい く訳 ですが,治
療が長引 くにつれて医療 負担を嫌 がって くる。何
とか関係 を断ちたい よ うな動 きを し始め る。 また
この間の給料保証 もしない。最低飯だけ食わせ住
居を与 えていれば十分 とい う事態 に追 い込 まれ る
労働者 はかな り多い。 ともか く,私 どもが困 って
いるのは,こ れまで申 しました よ うな財政的負担
の問題 で,互 助会を作 ってなん とか克服 しようと
思っています。
さらに,言 葉の問題が ございます。 フィリピン
の方 の場合はなんとか英語で話 します。 しか し,
パネリストの発言に対する諏メント
英 語 に した って彼 らの母 国語 で は あ りませ んか ら
不 十 分 な意 思疎 通 しか で きない場 合 も確 か にあ りIII
ます。 しか し,韓 国 人 よ りは よい。韓 国人 の方 の
場合,戦 後世代 は漢字 もわか らない人 が多 く,日
本人 もハ ングルを全 く知 らない。 今はボラソテ ィ
アの通訳 に依存 してい るの ですが,そ れ も難 し
い。 いつ もいて下 さる訳 ではない。神奈川大学は
韓 国語の講座を もってい る数少ない大学 の…つで
すか ら,い つか大学 にお じゃまして学生 さんにボ
ランテ ィアで通訳をお願 いで きないかな とも思っ
ています。 まず,痛 い,と い う言葉 が通 じない と
何 も成立 しない。 とにか く何 かを訴 えて来 るわ け
ですが,通 訳 の方が来 るまで何 もわ からない とい
うことを しば しぼ経験 しています。
韓国の方 とのつき合い とい うことは,や は り非
常 に複雑 な問題 を抱 えているわけで,日 韓併合以
降36年間の 日本帝国主義 の植民地支配 の歴史 の重
みは様 々なところで影 を落 としてい ます。私た ち
は これ に謙虚 に対応 していかなけれぽならないだ
ろ うと思 っています。 こ うい う話を始め ると話が
長 くな りますのでやめ ます が,と もか くお互 いに
人 間同士で ある とい うことを 出発 点 に手 探 りで
や って い る状 態 です。現場 か らの報 告 と して以
上,話 をさせていただ きました。
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大 きく分けて二つお話 をしたい と思います。 ま
ず私たち 「カラバオの会」 が行 ってい る救援,連
帯活動の現場でつ き当た る具体的 な問題を ご報告
します。 その次に先程か ら議論 され ているよ うな
事 を踏 まえて,問 題解決へ の道筋 について コメン
トしたい と思い ます。
最初 に指摘 して おかね ぽな らない のは先程来
「労働力移動」 とい う事 が議論 になってい るわ け
ですが,「労働力移動」 と言 うとなにか こ う無機
的な感 じが してしまいます。実際にや って来 るの
は生身の人間である事を決 して忘れ ては行 けない
と思い ます。生身 の人間がぶつかる問題 のすべて
がや って来 るわけです。泣 きも笑 いもし,喧 嘩 も
し,病 気 にもな りa恋 もし,結 婚 もして子供を産
む人間だ とい う事です。
私 たちが活動を始めたのは1987年です。翌年 の
88年には 「外国人労働者 の合法化を 目指す」 とい
う事 を会 の活動 の柱の ひとつ に掲 げて,今 日まで
取 り組 んできました。その過程 でさまざまな問題
の相談 を受 けて きました。彼 らの抱 える問題 も,
男性の場合 と,女 性の抱 える問題では少 し状況が
異 な りますので,分 けてお話 します。
男性労働者 の抱 える問題は,労 働災害s賃 金 の
未払 いなど労働に関係す る問題が まず一番です。
そのほか結婚,病 気,警 察官 による暴行,な どさ
まざまです。労働問題に関 しては,日 本の労働法
には国籍条項がない事を最大限に活用 して取 り組
んでい くことができます。た とえぽ労働災害であ
れば,き ちん と労災保険 を適用 させてい くことが
で きます。賃金 の未払 いであれ ぽ,た とえば 「賃
金の支払 いを確保す る法律」 とかを適用 させてい
くことがで きます。 また労働基準監督署を動 か し
て行 く事 も可能です。現実には,外 国人労働者を
雇用 していることが公になる ことを恐れた雇用主
による労災隠 しが後 を絶 ちません。 また 「不法残
留」 していることを盾に した賃金未払い,低 賃金
で働か されてい る事例 も後 を絶 ちません。一っ一
つの事例 には大変難 しいケース もあ りますが,基
一38-一 一一 パ ネ リス トの 発 言 に 対 す る コ メ ン ト
本的 には日本人に認め られてい るの と同 じ権 利 を
追求 してい くことがで きます。
女性 の場合 に少 し話 を移 して行 きます。 国籍で
はフ ィリピソの女性 と,タ イの女性を想定 してお
話 をいた します。 フ ィリビソ女性 は当初,い わゆ
る 「じゃぽや きさん」 とい う侮蔑的 な言葉で呼 ぼ
れて きました。差別用語ですか ら使 いた くない言
葉 です。観光 ビザな どで入国,風 俗産業な どに従
事 していた女性 たちです。最近 ではCW(コ ソ ト
ラク トワーカー)と 呼 ぼれて いる就労形態 で 日本
にいる方 が多いです。一定の契約を プロモーシ ョ
ソと結 び,半 年 間の興業 ピザ(歌 や踊 りな どを興
業するためのビザ)で 入 国 します。 プ ロモーシ ョ
ソは法務省や,フ ィリピソ大使館 か らの許可,指
導を受 けていますので比較 的固い と考 えられ てい
ます。実際の仕事 はバーのホステスですか ら,興
業 とい っても一定の 口実 に過 ぎません。我 々の 目
標 である 「合法化」 とい う観点か ら言 うと合法的
なビザです けれ どもさまざまな問題を抱 えていま
す。 まず彼 らの 日本 での滞在 はプロモーシ ョソが
管理責任 をもっていますか ら,彼 女 らの私生活 に
至 るまでがんじが らめに管理 して行 きます。 それ
こそ外泊 も許 され ない。 それに耐 え切 れな くなっ
て逃げ出す女性たちもいます。逃 げ出 した女性た
ち は,ビ ザ が切 れ た後 もオーバーステ イの状態
で,も う少 しアソダーグラウソ ドな仕事の方 に流
れて行 く事にな ります。
こ うしてオーパ ーステイになった者や,修 学 ・
観光 ビザで入国 して働 き続け る女性たちが選べ る
仕事 は,い わゆ るフィリピソパ ブのよ うなお店 で
のホステスです。彼女 らが我hの ところに持ち込
む相談 は賃金未払 いです。 お店の経営が うま く行
かない,あ るいはこの娘 はい らない とい う事 にな
る と雇用者 は賃金を支払わ なくなる。1か 月2か
月 と賃金 の支払 いを先伸 ぽしに して行 く。本人が
嫌 になってやめて行 く。後で賃金を取 りに行 くと
「おまえは勝手 にやめた じゃないか,や めたやつ
には賃金は払わ ない。」 といって殴 りつ けて帰す。
たぶん相当数 の女性 たちが未払 い賃金を抱 えた ま
ま泣 き寝入 りを している と思います。 カラバオの
会で知 りあった女性で も 「じゃ一緒 に取 り立 てを
してみ よう」 といっても大概怖 が って 「いや も う
いいよ」 とあきらめて しま う。中には勇気 を出し
て,日 本人の友達 にも支 えられ なが ら我 々と一緒
に,ヤ クザがらみ の雇用主 との交渉に立 ち上 がる
とい うケースもあ ります。
た とえぽ性的 な暴力につ いては,女 性 の場合 は
見逃 せない問題です。 タイの女性の場合 は もう少
し状況が深刻です。 ひ とつは言葉の壁です。 タイ
の方 はあ ま り英 語が(フ ィリピン人の場合 と違 っ
て)得 意ではない。 もうひ とつ はタイの国内にあ
る華僑の シソジケー トの存在です。 この タイのシ
ンジケー トと日本のヤクザが提携 をしていて,人
身売買組織のネ ヅ トワークが完全 にで き上が って
います。 タイの国 内でそ うい う女性 をだ ましてか
き集め る業者,パ スポ ー トを手 に入れる業者,日
本に連れて くる業者,日 本で受け入れる業老,そ
れか ら地方 にあるその手 のお店に回す業者 とい う
具合に五つ ぐらいの中間業者を経 てや って くる。
日本にや って来た時は,本 人が何 も借金を したつ
もりがな くて も,何 百万 とい う借金 を しょわ され
てい る事 にな ります。「お まえには金 がかかって
い るんだ」 とい う事で,出 稼 ぎに来たつ も りが全
然金 も入 らず,借 金を返 して使 い捨て られ るとい
う事 になる。詳 しい方の話 では,タ イ女性の 「輸
入売買」ル ー トには 「関西ルー ト」 と 「関東ル ー
ト」の二つがあ って,そ れぞれの地域で,連 れて
こられた女性たちが各地 を点々 と回 され るとい う
話 です。最近では この二つのルー トもだ いぶ入 り
交 じって区別がつかない よ うです けれ ど。管理売
春の斡旋組織 が,東 京では歌舞伎町界隈 が有名で
すが,地 方都市 に至 る津 々浦 々までで き上が って
いると考 えられます。 そ うい うところに管理 され
ている女性たちは,あ ま り!か 所に長 く置かれ る
事 は少ない ようです。長 く置 げぽ本人たち も事情
が分 かって くるし,救 援組織の手 も伸 びて くる。
1～2か 月 ごとに店 を移 され,病 気 などを して使
えな くなれぽ捨て られ る。後 はタイの大使館の前
に放 り出された りす る。 フィ リピソ女性の場合は
教会 に逃 げ込 む とか,英 語で助 けを求め る事 もで
きますが,タ イ女性の場合 はそ う思 うように行か
ない。本国の夫 に宛 てた手紙だ とか,夫 にやっ と
パ ネ リス トの 発 言 に 対 す る コ メ ソ ト
かけた電話だ とかか ら夫 を経 由 して,我h救 援団
体に連絡が来 て,ど こそ こにいるとい うので こち
らのほ うが救援 にかけつけ る,と い うのがや っ と
です。警察 は どうしているか とい うと,実 際 には
警察官 も売春接 待 を受 けてい て,摘 発 に行 って
も,事 前に情報が漏れている事が多 い。 この間の
名古屋 では,一 度保護 したタイ女性 を,警 察官が
ヤクザ に引 き渡す とい う破廉恥 な事件が明るみに
出ています。問題 の解決 には,な るべ く多 く救援
した り逃 げ出 した りして,「儲 か らないそ」 と相
手 に思わせ て行 くしかないかな と思 っています。
さて問題解決 のために どうした ら良いかとい う
点 につ いて話を移 したい と思います。 まず必要 な
のは先程 来言 われ てい る よ うに,緊 急避難 と し
て,現 在 い る人 達 に合 法 的 な地 位,ア ムネ ス
テ ィーを与 える事です。た とえば興業 ビザで入国
す るCWの よ うに…見合法 的 にいる よ うに見 え
る存在で も,一 方 で 「非合法,7}'一バーステイ,
強制送還」 とい う締めつけの中の空間です か ら,
当然厳 しい管理下に置かれ てしま うとい うことは
先程述べま した。 アムネステ ィーが与 える状況の
改善はかな り大 きい と考 えます。 もちろんそれで
すべてが解決するわ けではあ りませ ん。
次に出稼 ぎを引き起 こしてい る第三世界の 「貧
困」を どの よ うに解 決す るか です。先程 来 なぜ
「労働力移動」が起 こるか とい う議論 の中で,賃
金の格差だ とか,あ るいは資本 ・労働 な どの生産
要素の偏 りが労働力移動を引 き起 こしているとい
うご指摘があ りましたが,そ うした観点に 目を奪
われる と,問 題の本質 を見逃す事にな りかねませ
ん。 そ うい う 「格差」だ とか 「偏 り」だ とかい う
相対的 な事 ではな くて,い わゆ る第三世界 の 「絶
対的 な貧困」 とい うものを きちん と見て行 く必要
があるだろ うと思います。第三世界 の貧困は,ひ
とつ には非民主的 な政権に よって引き起 こされて
います。 またそれを後押 ししている先進資本主義
国。ODAと い う名 を借 りた収奪 に よって第三世
界 の民衆 が貧困にお としめ られています。要す る
に出稼 ぎの原因は我hに あるとい う事を見 てお く
必要があ ります。我hが や るべ き事 はそ うした第
三世界 の民主化 のための民衆の闘いを支援 して行
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く事です。 そ して収奪 の道 具 となってい るODA
に対す る反対運動や,資 本に よる海外進出に対す
る闘いをして行かねばならないで し ょう。
先進資本主義国内部の問題 としては,い わゆる
3K労 働 の人手不足 の問題 です。 あ らゆ る情報
が集中 し,頭 脳労働,あ るいはサー ビス労働部門
が都市 に集 中を して,3K労 働 部門が真 空状態
になっている事 も指摘 せね ぽな りません。
最後 に 「共生の思想」 について話 したい と思い
ます。「共 に生 きる」,これ は言い尽 くされた よ う
に思}る 言葉 ですが,今 日,日 本のあ らゆ る運動
体が この言葉 で 自分の立場 を表 現 してい ます。
「在 日の運動を している人」「障害者 の運動を して
いる人」「反戦 ・平和」「反原発」「エ コロジー運
動」「部 落 問題」「ア イ ヌ ・沖 縄 な ど マ イ ノ リ
ティーの運動 を している人達」「反天皇制 の運動
を進 めてい る人達」。 そ うした中で,た とえぽ3
K労 働 とい うのを今の 日本 の社会 の中で ど うい
う風 にや って行 くのか,み んなが嫌が る仕事を ど
の ように分担 してや って行 くのか とい う社会のあ
り方を考sに 入れて 「共生社会」 のあ り方 を考 え
て行 く必要があるよ うに思 います。
「共生社会」への努力 は,私 たち カラバ オの会
のよ うな救援,連 帯のための民間団体 がた くさん
でき,そ れぞれ のお もいで取組みが進 んで いる事
を報告 してお きます。関東一 円だ けで も20団体 を
越 えています。医老や弁護士 な どそれぞれの職能
による組織 も作 られて きています。
